
占いの宗教への変容＊

―細木数子の「占い本」を事例として―

種 田 博 之＊＊

一．はじめに

今日、占いが巷にあふれている。書店では「占

い本」が、雑貨店では「占い（ないしまじない）

グッズ」が、繁華街には「占いのビル（ないし街）」

やゲームセンターの「占い系ゲーム機」が、そし

て新聞・雑誌、情報系のテレビ番組などには「占

い記事・コーナー」がある。こうした「占い産業」

は一兆円規模にもなるようである。「占い産業」の

典型的な例である「占い本」の出版状況は図表１

のようになり、年々増加していることがわか

る１）。このように占いは日常生活のいろいろな場

面で見ることができる。しかしながら、占いとい

う知識は、今日の日本社会から見れば、あくまで

も周辺的ないし逸脱的な知識でしかないだろう。

例えば、ある世論調査―「こころと暮らし」全国

世論調査（一九九一年一二月）によると、「占い

を信じていない人」の割合は約７割にも達してい

ることから窺える。しかし、人々の占いに対する

意識はかなり微妙である。例えば、他の世論調査

―読売全国世論調査（一九八八年七月）によれば、

占いが「盛んになる」もしくは「現状のまま」と

する人の割合は約８割にもおよんでいるからであ

る。そして、上述のような占いが巷にあふれる現

状もある。いわば占いは信じられていないかもし

れないが、受容はされているのである。

占いは必ずしも信じられてはいない―周辺的な

知識であることから、人々の占いの受容は安定性

を欠く。すなわち、占いはいつ何時人々に拒絶さ

れても不思議ではない状況におかれているのであ

る。こうした状況は、占いという知識の供給者で

ある占い師とっては、社会的承認という点や生計

（経営）という点で、劣勢の状況である。占い師

は占いという知識を人々に信じさせる、あるいは

当該知識の人々による受容を安定させなくてはな

らなく、そのための働きかけを人 （々ないし社会）

にしなくてはならない。とくに、占い（占い師）

のような社会にとって周辺的な知識（マージナル

マン）であればあるほど、当該社会に対して訴え

かけることができる有効な働きかけをしなけれ

ば、現状さえも失いかねないだろう。では、占い

師はどのように働きかけているであろうか。

占い師は、「占い本」を自分の占い（知識）と

その正しさを、人々（社会）に示すための道具の

ひとつとして活用しうる。しかし、占いは社会に

とって周辺的な知識であることから、占い師は自

らの正しさを示すために、「占い本」によってた

＊キーワード：占い、宗教（先祖崇拝）、正当化
＊＊産業医科大学医学部専任講師
１）図表１は JAPAN/MARC（１９９７／９／１２現在）を用いて、「占い」・「タロット」・「運勢」・「易」・「四柱推命」・「手
相」・「血液型占い」・「占星術」・「姓名判断」をキーワードにしての検索結果である（ただし、JAPAN/MARC
は必ずしもすべてを網羅できているわけではない）。

図表１
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だ一方的に自分の知識を提示しても無駄であろ

う。占い師は、当該知識を人々（社会）の承認を

うるように（社会に適応したり、そのニーズに沿

うように）、もしくは「正当性の信仰」を喚起す

るようにして、提示しなくてはならないだろう。

言い換えると、「占い本」の言説（記述の在り方）

およびその言説の変容を見ていくことによって、

占い師がどのようにして社会的承認ないし正当性

を得ようとしているのかということを、捉えるこ

とができるのである。また、「占い本」の言説―

そこで使われている言葉（語彙）が人々の正当性

をもたなくてはならないならば、この考察から、

現代日本社会における正当性のある側面を―例え

ば「我々は何もしくはどのような知識を正しい知

識として認識しているのか」といったこと―を照

射することもできるだろう。

ところで、上述したように「占い本」の出版数

は年々増加しており、ここでは当然その全てを取

り扱えるわけではない。こうした出版状況のなか

で、注目すべき類稀な占い師がいる。その占い師

とは細木数子である。なぜ細木数子が注目すべき

占い師であるかと言えば、それは、彼女が一九八

二年以降、毎年、コンスタントに「占い本」を出

筆している占い師であり、とくに一九八五年以降

その「占い本」はベストセラー的な売上を示す、

今日の有名な占い師の一人であるからである（例

えば一九九六年には９冊の本を出筆し総売上部数

は二〇〇万部を超え、ほぼ毎年同様の売上を示し

ているようである）。細木が出筆・刊行した「占

い本」の冊数を図表にしたものが、図表２であ

る２）。とくに細木の「占い本」がベストセラー的

な売上を示している点（そして一九八二年以降、

毎年、「占い本」を出筆・刊行しているという点）

から、彼女の「占い本」に資料を限定して、「占

い本」の言説とその変容を考察していくことにす

る。

二．「占い本」の言説とその変容―細木数
子を事例として

細木数子が初めて「占い本」を刊行するのは一

九八二年である。しかし一九八二年当時、細木は

占い師として注目をあびることはなかった３）。少

なくとも、細木が占い師として注目されだすのは

一九八五年以降からで、これ以降、例えば雑誌に

占い師として度々取り上げられている４）。また一

九八五年以降、細木は「占い本」を１年間に複数

２）図表２は JAPAN/MARC（１９９７／９／１２現在）を用いて、「細木数子」をキーワードにしての検索結果である。
JAPAN/MARCは必ずしもすべてを網羅できているわけではない。例えば一九八六年以降、『六星占術による○
○星人の運命』というタイトルの本が毎年６冊は刊行されているはずであるが、検索できなかった年がある。
また図表２で省略した年について補足すると、一九八二年から一九八四年にかけて各々の年に１冊ずつ出版

されている。一九九三年以降も、毎年複数冊出版されている（１９９３年：９、１９９４年：６、１９９５年：９、１９９６年：９）。
３）このことは、例えば刊行当時をふりかえって、細木数子自身が「思ったほどには支持されませんでした（『決定
版大殺界に克つ相性』小学館、１９８８、１０頁）」と語っていることから、わかる。

４）細木数子は一九八三年に有名人とのゴシップでマスメディアに取り上げられている。細木が本格的に雑誌に占
い師として現れるのは一九八六年からである〔有名人（芸能人）の恋愛関係の破局などをあてたようである〕。

図表２
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冊刊行するようになり、多い年には１年間に１２冊

も刊行している。ここでは細木の「占い本」の分

析に焦点をしぼることにし、彼女の経歴について

は必要最小限度の言及にとどめる。以下、細木数

子の「占い本」を通して、彼女の占い技法がどの

ような内容であり、それが時間の経過とともにど

のようにその内容を変えてきているのかについ

て、見ていこう。

１．細木数子の占い技法＝「六星占術」の骨子

細木数子の最初の「占い本」は、一九八二年に

出版された『六星占術による運命の読み方』であ

る。しかし一九八二年当時、細木自身も回顧して

いるように、この本はあまり話題にならなかっ

た。細木が占い師として注目された「占い本」は、

一九八五年の『運命を読む六星占術入門』であり、

この本はベストセラーになっている。一九八二年

から一九八五年にかけて、数冊の「占い本」を出

版しているが、内容的には全く同じものである。

『六星占術による運命の読み方』と『運命を読む

六星占術入門』とを中心にして、細木の占い技法

＝「六星占術」の内容の骨子をまとめておく。

細木数子は自分の占い技法を「六星占術」と呼

び、易などをもとにして自分で編み出した技法で

あるとする。端的に言えば、「六星占術」とは人

の運命を「生年月日」により判断・占う方法であ

る。人の運命は「運命星」・「相性」・「運命周期」

によって支配されている。生年月日から人の「運

命星」が決定する。運命星は基本的に＜水星・土

星・金星・火星・天王星・木星＞の６つであり、

人は生年月日から割り出された当該運命星の影響

・支配を被る。運命星はそれぞれの特徴をもつ。

そして、ある運命星のもとに生まれた人は、当該

運命星の影響下にあるがゆえに、その星と同様に

特徴づけられることになる。例えば水星を運命星

とする「水星人」は「クールで強烈な個性が売り

もの（『運命を読む六星占術入門』ごま書房、１９８５、

６０頁）」といったぐあいに特徴づけられている。

また、それぞれの星の間には「相性」がある。例

えば、土星人と火星人とは相性が悪く、この悪い

相性が各々の人の運命に影響をおよぼす。運命に

影響をおよぼすのは運命星における相性だけでは

ない。「運命周期」と「運命周期」による相性も

そうである。

「運命星」がわかったならば、それを「占命盤」

に記載する５）。これによって、当該の人の「運命

周期」がわかる。運命周期とは人の運命は１２年周

期によりなりたち動いているとする考え方であ

る。運命周期は＜種子・緑生・立花・健弱・達成

・乱気・再会・財成・安定・陰影・停止・減退＞

の順からなる。とくに、１２年のうちの５年―＜健

弱・乱気・陰影・停止・減退＞―はとくに「殺界」

と呼ばれる時期にあたり、この時期は不幸や災難

が集中して訪れる運気がマイナスへと転じる時期

である。この「殺界」は細木数子の占いの核をな

し、彼女の占いを世に知らしめた代名詞である。

運命周期ないし殺界は「自然界の摂理」であり、

それからけっしてのがれることはできないもので

ある。そして、殺界時期は何か新しいことを始め

てはならない時期、あるいはそれ以外の時期に得

たものを吐き出す時期であり、それらに反するよ

うなことをすれば、後になってそのツケを払わな

ければならなくなる。細木は数多くの実例をあげ

て、このことを説明している。

自分の意志と関係なく“殺界”時期に昇進して

しまったために、思ってもみない不幸を招いて

しまった人のひとりに、元横綱・双羽黒（北尾

さん：著者註）がいます。～略～それは、たし

かに自分の意志で起こしたことではないかもし

５）「占命盤」とは以下のようなものである。
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れません。しかし、「六星占術」に明確に示さ

れている運命の法則は、あくまで、厳格です。

それを甘んじて受けてしまった場合は、かなら

ずそのしっぺ返しを受けなければならないとい

うことを、覚えておかなくてはなりません（『決

定版大殺界に克つ相性』小学館、１９８８、１３９頁）。

また例えば誰かと何らかの事を始める場合、自分

が殺界でなくとも、そのパートナーとの相性が自

分の運気に影響をおよぼす。すなわち、運命星に

よる相性の問題や運命周期による相性の問題（自

分の運命周期が運気として良い時期にあったとし

ても、パートナーの運命周期が殺界にある場合に

はその影響を被ることになる）によって、人の運

命は変わっていく。このように細木の「六星占術」

には運命決定論的な側面がある。細木はあくまで

もこのような運命観を土台として、「六星占術」と

いう占い技法を転ばぬ先の杖として自分の運気を

読むための道具として位置づけている。したがっ

て、この時期までの細木の「占い本」は純然たる

占いであったと言えるだろう。しかし、一九八五

年以降、細木の「占い本」もしくは「六星占術」

はその様相を変えることになる。

２．「六星占術」の新たな展開―宗教の組み込

み＝宗教化

一九八五年に細木数子は『運命を開く先祖のま

つり方』という「占い本」を刊行している。この

『運命を開く先祖のまつり方』は、細木の占い技

法＝「六星占術」ないし「占い本」にとって、重

要である。なぜならば、このなかで展開された内

容が、これ以降の「六星占術」に付け加わってい

くことになるからである６）。言い換えると、『運

命を開く先祖のまつり方』が出版される以前には

まったくみることのできなかった要素が、これを

境にして、現れ、次第に精緻化されていくのであ

る。その要素とは「因果の法則」―「先祖供養（と

くに墓相、仏壇・神棚のまつり方）」・「自己修

養」である。以下、これらについて見ていこう。

「因果の法則」とは、「人間が人間らしく生き

ていこうとする際に、絶対踏みはずしてはならな

い約束ごと（『六星占術の極意』主婦と生活社、

１９８６、１８頁）」であり、それを破った場合にはそ

れ相応の災厄を被ることになる、決まりごとであ

る。その約束ごととは、家にまつわる規則―きち

んとしたかたちで先祖を供養すること、離婚をし

ないこと、私生児をつくらないことなどで、そう

した行為によって家の系図を乱すことをしてはな

らないとするものである。「因果の法則」の典型

的なものとして、「先祖供養」と「自己修養」が

ある。「先祖供養」は、文字通り、先祖に対して

の供養ないしは感謝の念をもってまつることであ

り、この点では常識的である。しかしながら、供

養するうえで墓や仏壇が重要であるとし、墓や仏

壇の作り方やまつり方をとくに強調する点で、独

特である７）。墓の作り方については、どのような

墓地が好ましいものであるとか、どのような墓石

を選ぶべきであるとか、そして墓地にどのように

墓石を配置しなくてはならないといった、細かい

規定がされている。作ってはならない墓の例とし

て、近年現れたロッカー形式の墓などを取り上げ

て、規定を守らないような墓を作ってしまうと、

「因果の法則」によって自分や子孫に災厄がおよ

ぶことになると警告している。次に「自己修養」

である。細木は、「自己修養」を周りとの人間関

係（先祖もふくむ）のなかで自分を省みて高めて

いく方法であるとし、とくに次の三点が重要であ

り、常日頃の心掛けとして持っておかなくてはな

らないと述べている。その三点とは、第一に「何

にでも、常に感謝の気持ちを持って接すること」、

第二は「『恥を知る』という気持ちを持つこと」、

第三は「自分に与えられた役割を、きちんと果た

すこと」である（『宿命から立命へ 大殺界の乗

りきり方』祥伝社、１９８６、１８８頁）。この「因果の

６）ただし、例外としてほぼ同時期ないしそれよりも若干遅く出版されている『運命を読む六星占術入門』は、『運
命を開く先祖のまつり方』の影響を被ってなく―「先祖供養」などについてはいっさい触れられておらず、「六
星占術」だけが述べられる内容になっている。

７）しかし、墓や仏壇の作り方やまつり方の内容については「墓相学」の系譜を継承しており、細木数子の独創と
いうわけではない。また、石材屋とタイアップしている（た）ようである。その石材屋は墓相を重視しており、
その思想を細木は取り入れたようである。細木が影響をうけたその石材屋自体も「墓相学」の系譜を継承して
いる。「墓相学」の系譜については対馬路人がごく簡単に概説している〔対馬（１９９３）〕。
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法則」―「先祖供養」・「自己修養」は、なぜ主張さ

れたのであろうか。そして、「六星占術」とはど

のような関係にあるのであろうか。次に、これら

のことについての細木の言い分を見ていこう。

細木数子は、「因果の法則」―「先祖供養」・「自

己修養」を主張する理由を、大きく２つの点から

述べている。第一は人の人としての原点への回帰

のためである。現代社会のなかで人は人として

もっとも大切なことを忘れ、目先の利益に惑わさ

れ、独りよがりで、家族や子どものことに関心を

払わなかったり、先祖を蔑ろにし、平気で売春ま

がいのことをして、正しい価値判断ができなく

なっている。「六星占術」も単なる術として利用

するだけで、人としての原点を見ようとしない。

すなわち、「因果の法則」にかなった生活を送る

ことが最も大切なことであり、そのためには「先

祖供養」と「自己修養」とが必要である。「先祖

供養」と「自己修養」とは、人に人としての原点

を見つめ直させる。そして、そのことによって人

は神＝自然＝生命の源（大生命）から、恩恵＝生

命力を授かることになる。先祖は今の自分の生命

を生みだした存在であり、そして生命の源である

神との接点であって、尊敬しなくてはならない存

在である。「先祖供養」によって先祖ひいては神

とつながることになり、その結果旺盛な生命力を

授かる（「自己修養」の第一点の「感謝の気持ち

を持つ」ということは先祖への感謝であれば、そ

れは「先祖供養」ということになる）。反対に「先

祖供養」を怠れば、神とのつながりが失われ、生

命力が満たされることがないために、「神の間引

き（『運命を開く先祖のまつり方』世界文化社、

１９８５、４頁）」にあう。

生命に「最初」というものがあったとして、そ

れは宇宙とまったく同一のものだったと考える

のがいちばん自然です。宇宙とはつまり自然の

ことですし、自然とはいわば「神」のことです。

～略～その「神」が、じつは先祖の生命を通じ

て私たちの生命にも連綿と流れ伝わっているわ

けです。となりますと、先祖を大切にしないと

いうことは、そうした「神」というか、私たち

を支える根幹を大切にしないということになり

ます（『運命を開く先祖のまつり方』世界文化

社、１９８５、２３頁）。

細木数子は第二の理由を「殺界」との関連―殺

界の影響力を弱める方法もしくは殺界を乗りきる

方法との関連で述べている。細木の占い技法＝「六

星占術」において殺界はキーをなす。殺界とは運

気が衰える時期であり、そして運命周期の一環で

あるから、けっして逃れることができない時期で

ある。また、この時期に何か新しい事を始めては

ならなく、もし始めている場合は後々の生活に悪

いことが起きる。このように「六星占術」は運命

決定論的である。そのために、読者が殺界の影響

力を回避する方法をもとめたようである８）。細木

は殺界からは逃れることができないという立場を

堅持しつつも、殺界の影響力を弱める方法はある

とする。その方法を展開するために、「因果の法

則」―「先祖供養」・「自己修養」が「六星占術」

に組み込まれる。すなわち、「因果の法則」にか

なった生活をすることで―「先祖供養」と「自己

修養」とをしていくことによって、生命力が満た

されて、殺界の影響力は弱まるとする。また組み

込むために、細木は新しい概念を用い始める。そ

れまでは「運命」という言葉しか用いられていな

かったが、「運命」の代わりに「立命」と「宿命」

という言葉を議論のなかに使用し出すのである。

「宿命」とは自然法則であり、人知では変えるこ

ともさけることもできないものであり、それに対

して「立命」とは宿命を積極的に活用して、自分

の人生を変えていくことである。「宿命」を知る

には「六星占術」が必要であり、そして「立命」

をするには「因果の法則」をふまえて「先祖供養」

と「自己修養」とを実践していくことが必要不可

欠である。とくに、先祖は自分の生命を授けた存

８）例えば、細木数子は次のように書いている。
この間の事情（殺界の時期に何か事を起こすと必ず不幸に襲われるということを：筆者註）をくわしく述べた
ところ、全国からたくさんのお問合わせをいただきました。そして、その内容の大部分は「過去において大殺
界で事を起こしている場合（たとえば、新婚～略～新築：著者註）、もはや救いがないのか」という、たいへん
切実なものでした（『宿命から立命へ 大殺界の乗りきり方』祥伝社、１９８６、３頁）。
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在であるから、「先祖供養」は「立命」するため

の最短の道である。

「立命」のために、最も大事なことは、自分の

命を支えるもの、つまり自分の根っこをしっか

りと、大地に根づかせることです。～略～先祖

が、自分たちの存在の根っこなのです。とすれ

ば、「立命」の最短の道は、先祖を供養するこ

とであることがわかります。～略～先祖を供養

して、自分の根っこをしっかりとつけるという

ことは、何でもないようでいて、現代人がすっ

かり忘れ去ろうとしていることです。しかし、

これはじつはもっとも大切なことであり、「大

殺界を乗りきる」道なのです（『宿命から立命

へ 大殺界の乗りきり方』祥伝社、１９８６、３１頁）。

このように、細木数子は「因果の法則」―「先

祖供養」・「自己修養」という当初「六星占術」の

なかにはまったくなかった要素を組み入れた。そ

の結果として、「六星占術」はその様相を変え、「占

い」というよりも「宗教」的となってきている。

すなわち、当初「自然法則」＝「運命星」・「運命

周期」・「相性」を基軸とし、運命を説明していた

のに対し、変容後は「神」や「先祖」といった宗

教的ないしは超自然（超感性）的なものとの関係

が基軸となり、運命を説明しだすのである。こう

した宗教的な要素の組み込みによる変容を、ここ

では「宗教化」と呼ぶことにする。この宗教化を、

細木は「六星占術」の「深化（『決定版大殺界に

克つ相性』小学館、１９８８、２９頁）」と述べている。

この変容が「深化」であるかどうかはともかくと

して、ここには社会学的な含意が介在していると

思われる。次に、そのことについて明らかにしよ

う。

三．正当化のための資源としての宗教

細木数子の占い技法＝「六星占術」の宗教化―

占いへの宗教の組み込みによる変容は、どのよう

にすれば捉えることができるであろうか。宗教社

会学の視点の一つとして、R．スタークとW. S.ベイ

ンブリッジによる「呪術から宗教へ〔個別（spe-

cific）から一般（general）へ〕」という視点があ

る〔Stark & Bainbridge（１９８５，１９８７）〕９）。スター

クらの議論を簡単にまとめるとすれば以下のよう

になる。呪術は、例えば「病気治し」のように、

ある特定の具体的な目的のためになされる。呪術

は経験的にその目的が達成されたかどうか確認さ

れる。そして、呪術は目的の達成に失敗した場合、

論駁されることになる。それに対して、宗教は例

えば「幸福な生活」といったぐあいに一般的なか

たちでその目的を措定し、その目的へと人々を動

員する。その目的が具体的というよりも一般的で

あるために、論駁されにくい。したがって、呪術

は論駁されないように、目的を個別具体的なもの

から一般化しなくてはならなく、ここからスター

クらは呪術は宗教へと展開していくことになると

している。スタークらは、この「呪術から宗教へ」

という枠組みを用いて、アメリカ合衆国における

新宗教（例えば「サイエントロジー」）の運動展

開を分析している１０）。また、実際にスタークらは

占いについては分析していないが、占星術を「世

俗的呪術」と述べており、占いもこの枠組みで分

析可能であることを示唆している。確かに、占い

はこの枠組みを通して分析できるのかもしれな

い。そして、細木数子の占い技法である「六星占

術」の宗教の組み込みによる変容＝宗教化は、ま

さしく「占い」―「世俗的呪術」から宗教へと変

容、展開してきているために、一見、スタークら

１０）R．スタークらの理論は、例えば R．ウォーリスらなどによって、スタークらが設定する概念や分析の経験的な
妥当性などの点を、批判されている〔Wallis & Bruce（１９８６）〕。

９）R．スタークらの「呪術から宗教へ」の枠組みは、ともすると本文中の後半の議論で本稿が依拠しているM．
ヴェーバーによる「呪術からの解放（脱呪術化）」の議論に沿っているかのように見える。しかし、スターク
らはこの枠組みを展開するうえで、全くヴェーバーに依拠していないようである。なぜならば、当該枠組みが
提示されているところには、ヴェーバーの「呪術からの解放」という用語が用いられていないし、またヴェー
バーの文献が参考文献としてもあがっていないからである。
また、ヴェーバーの「呪術からの解放」は、スタークらの呪術側の論駁回避という単純な議論ではないこと

にも留意する必要があるだろう〔折原（１９６９）〕。
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の枠組みで分析できるように見える。しかし、「六

星占術」の宗教化は、スタークらの枠組みでは分

析できない。なぜならば、スタークらの議論の前

提自体が「六星占術」の変容には妥当していない

からである。

スタークらの「呪術から宗教へ」という枠組み

には呪術側の論駁回避という前提がある。すなわ

ち、スタークらの議論は、呪術は論駁ないし批判

を回避するために、その目的を一般化し、そして

一般化の過程のなかで宗教へと変容するというも

のである。しかし、細木数子の「六星占術」の宗

教化はこの前提を共有していない。上述したよう

に、細木が占い師として注目されるようになるの

は一九八五年に出版された『運命を読む六星占術

入門』（１９８５．８．５．）を契機としている。同じ年

に、細木は「六星占術」の宗教化したヴァージョ

ンの『運命を開く先祖のまつり方』（１９８５．７．２０．）

を出筆・刊行している。ここで留意すべきは、出

版時期である。出版時期から、『運命を開く先祖

のまつり方』は、細木を占い師たらしめた『運命

を読む六星占術入門』とほぼ同時期あるいは若干

早く出版されていることがわかる。つまり、この

ことは細木の「六星占術」が必ずしも占いに対す

る論駁や批判をかわすために、占いに宗教を組み

込んだ―宗教化しているわけではないことを示し

ているのである。また、実際対面の場で占いが施

される場合、占いはある特定の目的に対して何ら

かの解決策を提示する。だが「占い本」の場合、

その目的が特定化しにくいので、かなり一般的に

書かれる傾向がある。このことは細木の「占い本」

の場合もほぼ同様である。しかしながら、他方で、

細木数子がとくに「先祖供養」を強調する時、先

祖供養を怠った場合に引き起こされる事柄が事例

からおどろおどろしく詳述されており、必ずしも

一般化できているとは言い難い。これらの点も、

スタークらの議論では捉えることができない。で

は、「六星占術」への宗教の組み込み―宗教化を

どのように捉えればいいのであろうか。

「六星占術」の宗教化を捉えるためには、別の

視点を導入する必要がある。その視点を端的に言

い表すとするならば、＜なぜ「宗教」なのか（も

しくは「宗教」でなければならないのか）＞、と

いうことになるだろう。確かに、上述したように

細木数子は「六星占術」の宗教化の理由を述べて

いる。しかし、細木自身の言い分のなかにとどまっ

て見るならば、彼女の言い分しかわからなく、そ

れ以外のことはすべて抜け落ちてしまうことにな

る。言い換えれば、細木の言説―宗教化について

の言い分も含めて―を、より広範な社会的な文脈

のなかに据えることで、宗教化ないし＜なぜ「宗

教」なのか＞ということを捉えることができるだ

ろう。したがって、この問題を捉えるために、占

い師（・「占い本」）‐読者（市井の人々）の関係

性についての視角から見てみよう。この視角は

M．ヴェーバーのそれであり、そしてその視角は

R．スタークらには欠いているそれである。

ヴェーバーは一連の宗教社会学の研究のなか

で、「平民的動機」に奉仕する呪術師・教団に関

して、そして祭司・預言者・平信徒らの理念・利

害関心による宗教の展開〔社会層と宗教（教義）

との親和性〕について、指摘している〔ヴェーバー

（１９７２，１９７６）〕。すなわち、このヴェーバーの指

摘は、（宗教的）専門家は自己の理念や利害関心

のために、ただ一方的に自己の知識を提示してい

るのではなく、人 （々社会）のそれらをふまえて、

教義を体系化していっているということを明らか

にしているのである。言い換えると、ヴェーバー

の指摘は祭司（‐預言者）‐平信徒との間の相互

連関に対しての視角であるだろう。このヴェー

バーの視角は、占い師（・「占い本」）‐読者の連

関からの把握の重要性を示唆する。また、ヴェー

バーは支配関係が成り立つためには被服従者の当

該支配に対しての「服従意欲」が必要であること、

その「服従意欲」をひきだすためには当該支配に

対する「正当性の信仰」が必要であること、そし

て支配（者）は被服従者に対して当該支配の「正

当性の信仰」を喚起、育成しなくてはならないと

いうことを、指摘している〔ヴェーバー（１９７０）〕。

このことは、どんなに強力な権力をもっている者

でもその権力を一方的に行使したならば、支配は

安定しないということである。まして先に述べた

ように、占い（占い師）は社会にとって必ずしも

信じられているわけではない周辺的な知識（マー

ジナルマン）でしかなく、被服従者―読者の「正

当性の信仰」がなおさら必要となるだろう。つま

り、この点でも＜占い師‐読者＞の連関からの把
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握が重要となることがわかる。

「占い本」は、占い師が人々（社会）に自分の

占いとその正しさを主張できる道具のひとつであ

りうる。しかし上述したように、今日、占いは周

辺的なものでしかない。このような社会的状況で

は、占い師は自分の占い＝知識もしくは当該知識

の妥当性を一方的に主張しても、その主張は必ず

しも人々に伝わるものではない。占い師は人々か

らの承認あるいは「正当性の信仰」を喚起できる

ように、人々に適応したり、そのニーズに沿うよ

うにして、知識を提示しなくてはならない（その

ことによって生計をなりたちうる）。言い換える

と、「占い本」の言説―そこで使われている言葉

（語彙）は、人々の承認をうる、ないし「正当性

の信仰」を喚起しうるものでなくてはならないと

言えるだろう。

ところで、「占い本」の言説のなかでの表現の

在り方に焦点をあてた研究として、鈴木健太郎に

よるものがある〔鈴木（１９９６）〕。鈴木は明治から

昭和初期の「占い本」について考察し、占い（占

い師）が信憑性をうるために既存の権威を利用し

ていることを明らかにしている。すなわち、著名

人に序文をよせてもらったり、古典を引用したり

して、占いに信憑性を付与しようとしていたこと

を指摘している１１）。この鈴木の指摘―権威の活用

―は示唆的である。しかし、鈴木は権威という概

念を日常用語的もしくは自明的に用いており、明

確な概念規定をしていない。この点で鈴木の視点

は補正されなくてはならない。ヴェーバーに沿っ

て言えば、権威が「権威」となるためには、上で

も指摘したように、「正当性の信仰」によって支

えられていなければならない。つまり、鈴木のよ

うに権威から見るのではなく、当該権威を支える

「正当性の信仰」から捉える必要があるのである。

これらのことをふまえて、細木数子の言説の宗教

化を捉えてみよう。

細木数子の占い技法＝「六星占術」に新たに付

け加えられた要素とは「因果の法則」―「先祖供

養」と「自己修養」である。この「先祖供養」と

「自己修養」という二つの要素は、人々に「正当

性の信仰」を喚起させるのにはたして有効な資源

（言葉）であるのだろうか。例えば「先祖供養」に

ついては、統計数理研究所の「国民性の研究」の

なかに当該意識を問う項目があり、それを図表に

すると図表３となる１２）。これを見ればわかるよう

に、「先祖供養」に対して肯定的な意識の状態に

あると言える。逆に言えば、「先祖供養」の批判

ないし否定は、人々の「正当性の信仰」を喚起さ

せることが難しいということを意味しよう。また

「自己修養」の点においても、細木の言説はきわ

めて通俗道徳的であり、これに異議をはさむこと

は「異邦人」とみなされることになりうる。言い

換えれば、ここにおいても「正当性の信仰」を喚

起させ難くなることになる。これらのことから、

「先祖供養」と「自己修養」という二つの要素は、

日本社会の価値観に照らして奇異なものではな

く、むしろ連続性をもち、人々の「正当性の信仰」

を呼び起こすのに有効な資源であることが言え

る。すなわち、「六星占術」へのそれらの組み込

み＝宗教化は、人々を説得する（人々を納得させ

１１）明治中期から末期にかけて活躍し名前がうれた占い師として高島嘉右衛門という人物がいる。「高島」という名
称は占い界でのブランド名になる。その結果、高島嘉右衛門以降の占い師の多くが権威を呼び入れるために「高
島」の名称を利用していることも、鈴木は指摘している。

１２）質問文は「あなたはどちらかといえば、先祖を尊ぶ方ですか、それとも尊ばないほうですか？」で、回答形式
は「尊ぶ／普通／尊ばない方／その他〔記入〕」である。ちなみに一九九三年の調査では、「尊ぶ」：６５％、「普
通」：２７％、「尊ばない方」：７％、「その他〔記入〕」：０％であった。

図表３

（統計数理研究所国民性調査委員会編１９９２『第５日本人の国
民性』出光書店）
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る）ための正当性を付与しているのである。

ところで、R．スタークらは宗教への変容を必

然的なものとして見ていた。しかし既述したよう

に、スタークたちの理論的前提は細木数子の言説

の宗教化の場合は妥当していない。たとえ理論的

前提を無視したとしても、宗教への変容はスター

クらがみなすような必然的なものではない。なぜ

ならば、細木の言説は、宗教だけでなく、その他

いくつかの要素、例えば「科学」という言葉が用

いられたり―「『六星占術』は、不運を予知する

ための科学（『六星占術の極意』主婦と生活社、

１９８６、１３２頁）」、著名人や実例などの要素を組み

入れ、当該言説の正当性を喚起しようとしている

からである。言い換えると、宗教は正当性を喚起

するために有効な資源であるが、しかしそれは正

当性をうるためのいくつかある選択肢の一つでし

かないのである。例えば、図表４は「先祖供養」

にまつわる意識調査を年齢層で分けたものであ

り、ここから年齢層で意識に差異があることがわ

かる。この結果は、「先祖供養」は必ずしも正当

性を喚起するための資源として機能しないかもし

れないことも、示唆しているのである。すなわち、

ここには留意すべき他の問題群が介在しているの

である。

四．むすび

「六星占術」への「先祖供養」と「自己修養」

の組み込みは、人々の「正当性の信仰」を喚起し

うる。しかし、細木数子が主張する「先祖供養」

と「自己修養」は保守的である。「先祖供養」に

おいては直系による祭祀を重要視し、例えば次の

ように述べている。

よく妻の先祖の位牌をまつっている家を見かけ

ます。本人は、親孝行のつもりなのでしょうが、

これこそ絶対に冒してはならないタブーです

（『宿命から立命へ 大殺界の乗りきり方』祥伝

社、１９８６、１０１頁）。

「自己修養」においても、とくに女性に対しては

女性は家を守るものであるとし、保守的である。

女性は結婚して家庭を持てば～略～外に働きに

出ないほうがいい～略～家庭を持つ身で仕事を

している女性の九九パーセントが、夫と子ども

をダメにしてしまうからです（『立命のための

宗教心の活かし方』祥伝社、１９８７、１６１頁）。

こうした細木数子の主張に対し、近年の「先祖供

養」と「自己修養」の傾向は変容してきている。

例えば孝本貢の研究によって、「先祖供養」は縁

的先祖祭祀（自分たちにとって縁遠く知らない直

系の先祖よりも、身近で知っている双系的な先祖

図表４

（統計数理研究所国民性調査委員会編１９９２『第５日本人の国民性』出光書店）
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を祀ること）へと変容してきていることが明らか

になってきている〔孝本（１９７８）〕。また図表４で

わかるように、とくに「先祖供養」においては年

齢層で受容に差異を見ることができる。こうした

ことから、細木の言説を「誰」―いかなる「社会

層」が需要（ないし受容）しているのかという問

題が浮かび上がってくる１３）。この問題は、細木の

「占い本」だけに限らず、占い全体の問題である。

一例をあげれば、若い女性向けの雑誌による占い

の特集号における言説は、細木数子が強調するよ

うな「先祖供養」や「自己修養」という要素を欠

くきわめて対照的なそれである１４）。このことは、

大きく二つのことを含意している。第一は、上述

の問題、それぞれの占い師（ないしその「占い

本」）、もしくは様々な占い技法を需要（受容）す

る担い手＝「社会層」の問題である。第二は、各々

の占い師（「占い本」）や占い技法の言説における

表現様式の問題である。この二つの問題は連関し

ている。すなわち、例えば細木数子の言説と若い

女性向けの雑誌の言説の差異から、ある社会層と

親和性をもつ言説の表現様式があることが見えて

くるだろう。あるいは、時間軸を設定することで、

時間のなかでの言説の差異や変容を捉えることも

できるだろう。つまり、時系列のなかで当該社会

層と連関する各々の言説の表現様式があること、

そしてそれらを類型化することができることを示

唆しているのである。またこれまでに、占いを正

当化するために、いくつかの資源が活用されてい

ることを論じてきた。とくに、「宗教」や「科学」

といった対極的な位置にある資源が、何の矛盾も

感じさせることなくリンクして、占いを正当化し

ている。このことは、人々ないし民衆の知識構造

が「ブリコラージュ」をなしていることを示唆し

ている。人々（民衆）の知識における知識構造の

構成―知識のリンクはどのようなものなのだろう

か。今後、こうした問題群を明らかにしていかな

くてはならない。
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Transforming Fortunetelling into Religion
―An Analysis of Books on Fortunetelling by Kazuko Hosogi―

ABSTRACT

Fortunetelling does not necessarily make people demand and accept as truth in
present Japanese society. Fortunetelling is not a form of institutional knowledge. In

order to convince people of their fortunetelling (knowledge) and to ready to accept it,

fortunetellers need to ligitimate their works. Fortunetellers tend to incorporate

knowledges which people accept as truth to ligitimate their fortunetelling. One such

type of knowledge is religion. Thus, the purpose of this paper is to show that fortune-

teller―Kazuko Hosogi uses religion to ligitimate her fortunetelling, analyzing Ho-

sogi’s fortunetelling books.

Kazuko Hosogi is one of the famous fortunetellers in present Japanese society. Ho-

sogi has written many books on fortunetelling, and they are widely read. Fortune-

telling for Hosogi was a kind of astrology at first. But Hosogi’s fortunetelling has

transformed into religion. That is, in order to ligitimate her fortunetelling and give it

plausibility, Hosogi has incorporated religion―especially ancestor worship in her for-

tunetelling.

Key Words: Fortunetelling, Religion (Ancestor Worship), Ligitimation
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